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尿道炎に対す るDL-8280の 臨床的検討

斎藤 功

東京共済病院泌尿器科

新しいオキサジン系合成抗薗剤DL-8280の 尿道炎に対する臨床的検討を加え,つ ぎのよ うな結果を

得た。

1.非 淋菌性尿道炎34例 に本剤10300～400mgを7～14日 間 投 与 し,著 効19例,有 効9例 で,

総合有効率は82.4%で あ った。

2.淋 菌性尿道炎については2例 に使用,い ずれ も著効であった。

3.細 菌学的効果 としては,2株 の淋菌については,い ずれ1も24時 間後グラム陰性双球菌 は消失,

3～4日 後の培養で陰性であった。非淋菌性尿道炎 より分離したS.epidermidisは11株 中8株 消失,

U.urealyticumは 迫跡した4株 すべて消失した。

4.副 作用については,36例 中,自覚的副作用およびアレルギー反応を示したものは1例 もなかった.

DL-8280は1980年 第一製薬(株)研 究所 で 新規に 合成され た

オキサ ジン系合成抗菌剤である。

本剤はin vitroで の抗菌力試験の結果,グ ラム陰性菌のみな

らず 陽性 の好 気性菌に対 し幅広い抗菌 スペ ク トルと強い殺菌力

を有 し,ま た 嫌気性菌に対 して も優れた抗菌力 を示すこ とが確

認 され ている1)。

その構造式 はFig.1の ごとくである。

今回,尿 道炎に対する本剤の臨床的評価を行う機会を得たの

で,そ の成績を報告する。

Fig. 1 Chemical structure of DL-8280

1.対 象および投与方法

1982年5月 より1983年2月 まで,東 京共済病院泌尿

器科を受診 した尿道炎患者を対象とした。患者の内訳は

非淋菌性尿道炎(NGU)34例,淋 菌性尿道炎(GU)2例

の計36例 で あ る。年齢は22歳 より45歳(平 均31.1

歳)に 分布 した。

DL-8280は,原 則 と して1回100mg,1日3回,

7～14日 間経口投与した。総投与量 は2.1～4.29で あ

った。

II.臨 床効果判定基準

臨床効果の判定は,尿 道分泌物の改善とSmear中 の

多核白血球数(PMNL)を 指標とし,分 離菌については

淋菌を除き,NGUよ りの分離菌については参考にとど

めた。

尿道分泌物(量)の 程度は下記の4段 階に分けた。

+++:自 然排膿あり

:自 然排膿は認めないが,尿 道圧迫により排膿を

認める

+:自 然排膿は認めないが,尿 道圧迫により排膿を

軽度認める

-:自 然排膿なく,尿 道圧迫にても分泌物を認めな

い

臨床効果判定基準はNGUとGUで 多少異なり,下

記のごとくいずれ も3段 階とした。

NGU

著効:尿 道分泌物消失(尿 道圧迫後のSmear中 に

PMNLな し)

有効:尿 道分泌物の2段 階改善,ま たはSmear中

PMNL4コ 以下に改善

無効:尿 道分泌物の 改 善 な し,ま たはSmear中

PMNL5コ 以上

GU

著効:3日 以内に菌消失,7日 までに尿道分泌物消

失(尿 道圧迫後のSmear中 にPMNLな し)

有効:3日 以 内に菌消失,7日 までに尿道分泌物改

善(Smear中PMNL4コ 以下)

無効:3日 までに菌消失なし,ま たは菌消失するも

尿道分泌物の改善ないもの

(Smear中PMNL:900倍 全 視野鏡検,最 大10

視野平均)
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Table 2 Clinical efficacy of DL-8280 on urethritis

Table 3 Clinical efficacy on non-gonococcal urethritis in

culture negative and positive group

Table 4 Bacteriological response to DL-8280 in non-gonococcal urethritis

III. 臨床成績(Table 1-(1), Table 1-(2))

Table 2に 示すように36例 の尿道炎の総合臨 床効 果

は著効21例(58.3%),有 効9例(25.0%)で 総合有効

率は83.3%で あ り,NGUに ついては著効19例(55.9

%),有 効9例(26.5%),有 効率は82.4%, GUに つ

いては100%有 効 であった。

今回,嫌 気性菌,C. trachomatisの 培養は行っていな

いが,好 気性培養,Ureoplasma培 養 で何 らかの菌種が

分離 されたグループと,グ ラム染色,培 養で菌 陰 性 群

(これにはG. P. Rodsの み分離された4例 を含む)の2

群に分けてその臨床効果を検討すると(Table 3),菌 陽

性群20例 中著効11例,有 効5例 の16例(80.0%)が

有効以上であった。一方,菌 陰性群14例 中著 効8例,

有効4例 の12例(85.7%)が 有効以上 で あ り,菌 陰性

群は菌陽性群に比べ優れた有効率を示した。

また,NGU患 者 よ り 分 離 さ れ た 分 離 菌 は,Table 4

に示 す よ うにS. epidernsldis 17株,G. P. Rods 11株 等

尿 道 常 在 菌 を思 わす 菌 種 が 大 部 分 で あ り,U. urealytic-

um 5株,Streptbcoccxs, Enterococcus, Serratia, C. al-

bicans各1株 の 計38株 が 分離 され た が,10例 は治療 前

好 気性 培 養 で菌 陰 性 で あ った。

S. epidermidisに つ い て は追 跡 し得 た11株 中8株 消

失,3株 が 存 続 した(6例 に つ い て は治 療 後培 養 し て い

な い)。U. urealyticum 5株 中4株 は消 失 した(1例 は治

療 後 培 養 せ ず)。

IV. 副 作 用

DL-8280を 投 与 した36例 につ い て 胃腸 障 害,ア レル

ギ ー反 応 等 自覚 的 副 作用 を み た もの は1例 もな か った。

V. 考 察

従 来 尿道 炎 の 主 流 はGUで あ った。 こ こ10数 年NGU
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はsexually transmitted disease (STD)の 中で最 も頻

度が高い疾患である。欧米では40～50%がC. trachom-

atisを原因とする報告が多い。本邦では非病原性あるい

は尿道常在菌 と考えられて いるS. epidermidis,G.P.

Rodsな どの分離頻度が高 く,原 因菌 として決定するに

は疑問がある。

今回の症例より分離 され た菌 種 もS. epidermidis,

G. P. Rods等 が 多かったが,1982年 後半 よ り検査可能

となったU. urealyticumが 早 くも5株 分離されている

ことは新たな問題を呈 している。 しかし依然,グ ラム染

色,培 養ともに陰性の症例が多いことも特長である。

NGUの 治療についてはテ トラサイクリン(TC)が 最

も効果的であることはすでに知られた事実であるが,か

なりの症例が再発を繰 り返 している。このため効果のあ

るTC以 外にも何か有効な薬剤を必要とする場合 が多

く,種々使用されているが,今 回使用 したDL-8280はin

vitroで もグラム陰性菌は勿論,グ ラム陽性菌にも抗 菌

力が高く,34例 のNGUに 対 し1日300mg(分3)7～

14日 の使用で82.4%の 有効例を得ることができた。こ

れはWILLCOX2)の 言 うNGUに 対 する有効率の平均

70%を 越える有効率である。著者3)が前年集計したTC,

チアンフェニコールの有効率 とほぼ等しい有効率であっ

た。

特にC. trachomatisを 思 わす無菌性の症例は85.7%

と,菌 陽性群の有効率78,9%を はるかに越える優れた

結果を得たことは,C. trachomatisに 対 する効果を暗示

しているとも雷えるのではないかと考える。

今回GUに 対 しては2例 と少ないので一概に は 決 め

難いが,2例 ともに24時 閥後グラム陰 性 双 球 菌 は 消

失,3～4日 後の培養でも陰性であった。

副作用についても36例 中胃腸障害を訴えたもの は な

く,ま たアレルギー反応を示 したものもなく安全な薬剤

と思われる。

今回DL-8280を34例 のNGU,2例 のGUの 計36例

に使用,い ずれに対 しても優れた有効率を示 し,TCと

同様にNGUに 対 しても期待できる有用な薬剤 であ る

と思われた。
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CLINICAL STUDIES ON DL-8280 IN URETHRITIS

ISAo SAITO

DepartmentofUrology,TokyoKyosaiHospitaI

DL-8280, a new synthetic antibacterial agent, was evaluated on urethritis and following
conclusions were obtained.

DL-8280 was administered to 36 cases with urethritis at daily dose of 300-400mg for  7～
14 days.

Out of 34 cases with non-gonococcal urethritis enrolled in evaluation of drug efficacy,

excellent result was obtained in 19 cases and good one in 9 cases (the effectiveness rate, 82.4%)

after the administration for 7•`14 days.

The result was excellent in both 2 cases with gonorrhoea. Bacteriological response to DL-

8280 of these cases was satisfactory.

No side effect were observed in 36 cases.


